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解答用紙の一番上に学生証番号と氏名を書いてください．
このテストは，ノート持ち込み可で行います．電子機器の使用は不可です．
途中の計算，説明などをきちんと書いてください．答案用紙は 1枚両面です．それ
に収まるように書いてください．

[1] 講義で行った，関数からの Rn 上の有限加法族 F と有限加法的測度 m の構成
において，n = 2, f1(x) = f2(x) = [x] とする．ここで [x] は x を超えない最大の整数
を表す．このとき F ,m から講義のようにして作った R2 上の外測度 Γ はどのような
ものか．具体的に記述せよ．

[2] R2 上の Lebesgue 外測度 µ∗ について考える．
(1) µ∗(Q× R) を求めよ．
(2) A = {(x, y) | 0 ≤ x ≤ 1, 0 ≤ y ≤ 1, x, yのいずれかは無理数 } とおく．µ∗(A) を
求めよ．

[3] N = {1, 2, 3, . . . } とおき，N の有限集合全体，および補集合が有限集合である
ような集合全体をあわせたものを F とおく．
(1) F は有限加法族であることを示せ．
(2) A ∈ F に対し，

m(A) =

{ ∑
n∈A

1
n(n+1)

, Aが有限集合の時
∞, Aが無限集合の時

とおく．この m が F 上有限加法的測度であることを示せ．
(3) m は F 上完全加法的であるか．
(4) 上の F ,m から外測度 Γ を構成する．この Γ がどのようなものか，具体的に記
述せよ．
(5) 上の外測度 Γ について，Γ-可測な集合を決定せよ．


